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昭
和
53
年
10
月
に
開
館
し
た
有
田
町
歴
史
民
俗
資
料
館
は
今

秋
、
開
館
30
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、「
正
し
ょ
う

司じ

考こ
う

祺き

」
展
や
「
江

越
礼
太
」
展
、「
千
枚
の
写
真
が
語
る
有
田
の
近
現
代
史
」
展
な

ど
の
企
画
展
を
始
め
、
全
十
巻
別
編
一
冊
の
「
有
田
町
史
」
の

発
行
や
、
有
田
町
や
有
田
焼
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

た
「
皿
山
な
ぜ
な
ぜ
」「
お
ん
な
の　

有
田
皿
山
さ
ん
ぽ
史
」「
有

田
皿
山
写
真
館
」「
有
田
皿
山
遠
景
」
な
ど
を
編
集
・
発
行
し
、

町
内
外
の
皆
様
に
好
評
を
得
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
「
季
刊　

皿
山
」
も
、
資
料
館
活
動
の
中
で
得

た
情
報
を
皆
様
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
し
て
き

ま
し
た
。
有
田
皿
山
の
歴
史
を
顧
み
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
有

田
町
・
有
田
焼
の
未
来
の
姿
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
名
古
屋
市
に
あ
る
日
本
陶
業
連
盟
（
以

後
日
陶
連
と
表
記
）
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
長
年

所
蔵
さ
れ
て
き
た
未
公
開
の
「
マ
ル
ギ
製
品
」
と
よ
ば
れ
て
い

る
戦
時
中
の
有
田
焼
一
一
九
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

歴
史
的
な
背
景

昭
和
12
年
（
一
九
三
七
）
７
月
、
中
国
・
盧ろ

溝こ
う

橋
き
ょ
う

事
件
を
き

っ
か
け
に
日
中
の
全
面
戦
争
へ
と
突
入
し
、
翌
年
４
月
１
日
に

は
「
国
家
総
動
員
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国

民
は
軍
需
産
業
に
徴
用
さ
れ
、
衣
料
品
、
食
料
品
、
石
油
、
電
力
、

建
設
資
材
な
ど
が
政
府
の
統
制
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
ら
の
影
響
で
、
昭
和
15
年
（
一
九
四
〇
）
11
月
、
全
国
の

陶
磁
器
製
品
を
す
べ
て
包
含
す
る
改
正
公
定
価
格
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
価
格
は
一
級
か
ら
十
五
級
に
区
別
さ
れ
、
流
通
上
の

段
階
を
日
陶
連
価
格
と
卸
売
業
者
及
び
小
売
業
者
価
格
と
し
ま

し
た
。
そ
の
例
を
一
つ
上
げ
る
と
、
三
寸
六
分
の
蓋
無
し
飯
茶

碗
八
級
が
日
陶
連
価
格
一
四
銭
三
厘
、
卸
売
価
格
二
一
銭
七
厘
、

小
売
価
格
三
〇
銭
と
い
う
具
合
で
す
。
生
産
者
価
格
は
明
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
日
陶
連
の
共
販
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
こ
の
場
合
の
生
産
者
の
手
取
価
格
は
、
日
陶
連
価
格
の
五

分
引
き
と
い
う
こ
と
が
附
則
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

企
業
合
同

昭
和
16
年
、
当
時
の
商

工
省
は
陶
磁
器
工
業
整
備

要
綱
を
示
達
し
ま
し
た
。

そ
の
計
画
生
産
の
実
施
に

伴
い
、
設
備
、
燃
料
そ
の

他
の
資
材
及
び
労
力
の
有

効
利
用
を
図
り
、
経
営
を

合
理
化
す
る
た
め
に
、
製

造
業
と
錦
付
け
業
を
対
象

と
す
る
企
業
合
同
の
具
体

策
を
関
係
府
県
庁
に
於
い

て
立
て
、
昭
和
17
年
２
月

末
ま
で
に
企
業
の
整
理
統
合
を
実
施
す
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
佐
賀
県
内
で
は
四
〇
四
あ
っ
た
工
場
が
六
六
に

激
減
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
有
田
で
こ
の
整
備
令
の
適
用
を
受

け
な
か
っ
た
の
は
香
蘭
社
、
深
川
製
磁
、
岩
尾
磁
器
、
有
田
製

陶
所
、
青
木
碍
子
、
工
栄
社
で
、
当
時
の
人
々
は
こ
れ
ら
を
「
有

田
の
六
大
会
社
」
と
称
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

マ
ル
ギ
・
マ
ル
ゲ
イ
と
は

前
述
の
よ
う
に
政
府
は
公
定
価
格
の
制
定
に
当
た
り
、
陶
磁

器
の
中
で
も
芸
術
品
に
は
公
定
価
格
は
適
用
し
な
い
で
自
由
価

格
と
し
、「
◯
」の
表
示
を
さ
せ
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る「
マ
ル
ゲ
イ
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、芸
術
品
と
一
般
品
の
中
間
に「
技

　

香
蘭
社

明
治
８
年
、
翌
年
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会

に
有
田
焼
を
出
品
す
る
に
際
し
、
そ
れ
ま
で
独
自
に
経
営
し
て
い
た
各
窯
元
や
商

人
が
集
ま
り
合
本
組
織
香
蘭
社
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
同
12
年
に
は
経
営
方
針
の

違
い
な
ど
か
ら
八
代
深
川
栄
左
衛
門
と
深
海
墨
之
助
・
竹
治
兄
弟
、
手
塚
亀
之
助
、

辻
勝
蔵
ら
は
袂
を
分
か
ち
、
香
蘭
社
は
前
者
が
独
自
の
経
営
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
の
香
蘭
社
は
こ
の
流
れ
を
汲
む
。

戦
時
中
は
否
応
な
く
、「
呂
」
号
兵
器
と
呼
ば
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
燃
料
製
造
装
置
や

化
学
磁
器
な
ど
戦
時
体
制
下
の
製
造
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
多
種
類
の
碍
子
の
成

形
な
ど
で
優
秀
な
成
形
工
を
必
要
と
し
、
そ
の
結
果
、
後
に
名
人
と
呼
ば
れ
た
初

代
奥
川
忠
右
衛
門
等
の
優
秀
な
職
人
に
よ
っ
て
同
時
に
美
術
品
も
生
産
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
45
年
株
式
会
社
香
蘭
社
に
組
織
変
更
し
、
碍
子
・
美
術
陶
磁
器

な
ど
国
内
市
場
の
開
拓
は
も
と
よ
り
輸
出
の
振
興
を
図
り
、
有
田
焼
メ
ー
カ
ー
の

代
表
と
し
て
大
き
な
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

　

柿
右
衛
門
窯

17
世
紀
中
期
ご
ろ
、
初
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
に
よ
っ
て
赤
絵
付
け
（
上
絵
付
け
）

の
技
法
を
確
立
し
、
日
本
で
初
め
て
色
絵
磁
器
を
完
成
し
た
。
そ
の
後
長
崎
・
出

島
を
経
由
し
て
広
く
海
外
へ
輸
出
さ
れ
、
六
代
柿
右
衛
門
の
こ
ろ
か
ら
日
本
画
的

な
文
様
が
定
着
し
、
い
わ
ゆ
る
「
濁

に
ご
し

手で

」
と
よ
ば
れ
る
乳
白
色
の
素
地
に
余
白
を

残
し
た
文
様
構
成
は
「
柿
右
衛
門
様
式
」
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
侯
貴
族
に
愛

で
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
各
地
の
窯
場
に
も
影
響
を
与
え
、「
柿
右
衛
門
写
し
」
と
し

て
も
盛
ん
に
製
造
さ
れ
た
。

昭
和
28
年
ご
ろ
の
十
二
代
、
十
三
代
柿
右
衛
門
に
よ
っ
て
、
長
い
間
途
絶
え
て

い
た
濁
手
素
地
が
復
元
さ
れ
た
。
工
房
は
昭
和
46
年
4
月
、
国
の
重
要
無
形
文
化

財
保
持
団
体
（
柿
右
衛
門
製
陶
技
術
保
存
会
）
に
指
定
さ
れ
、
現
当
主
十
四
代
柿

右
衛
門
氏
は
重
要
無
形
文
化
財
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
右
衛
門
窯

一
六
一
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
有
田
焼
の
流
れ
の
中
で
、
17
世
紀
中
ご
ろ
に
赤
絵

付
け
の
技
法
が
確
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
佐
賀
藩
に
よ
っ
て
赤
絵
付
け
業
者
の
数
や

住
居
も
限
定
さ
れ
た
。
赤
絵
付
け
業
者
の
中
で
も
、
今
泉
今
右
衛
門
家
は
鍋
島
藩

香蘭社　

芸

開
館
30
年
企
画
展

「
守
り
抜
か
れ
た
伝
統

～
戦
時
中
の
有
田
焼
」 

マ
ル
ギ
に
指
定
さ
れ
た

有
田
焼
製
作
者

川浪喜作



香
蘭
社
、
深
川
製
磁
、
柿
右
衛
門
窯
、
今
右
衛
門
窯
、
川
浪
喜
作
、

満み
つ

松ま
つ

惣そ
う

市い
ち

と
、
佐
賀
県
内
で
は
ほ
か
に
伊
万
里
・
大
川
内
の
小

笠
原
春
一
と
市
川
光
春
、

唐
津
の
中
里
太
郎
右
衛
門

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に

平
成
28
年
に
は
有
田
焼

創
業
四
〇
〇
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
有
田
焼
の

歴
史
の
中
で
、
昭
和
10
年

代
と
い
う
の
は
否
応
な
く

戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ

て
い
き
、
物
資
も
生
産
に

携
わ
る
人
も
激
減
し
た
時
代
で
し
た
。
半
面
、
そ
の
非
常
時
に

あ
っ
て
国
を
挙
げ
て
伝
統
の
わ
ざ
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
と
努

力
を
し
た
人
々
も
ま
た
存
在
し
ま
し
た
。
今
回
紹
介
し
た

一
一
九
点
の
作
品
は
、
物
的
、
人
的
不
足
の
時
代
に
懸
命
に
生

き
た
人
々
が
い
た
事
実
を
静
か
に
語
り
伝
え
て
い
ま
す
。

平
和
な
現
在
に
あ
っ
て
、
有
田
焼
に
関
わ
る
多
く
の
人
々
の

努
力
の
甲
斐
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
環
境
に
よ
っ
て
有
田
焼

の
伝
統
が
危
う
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。

し
か
し
、
先
人
の
わ
ざ
を
、
伝
統
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く

こ
と
は
現
在
に
生
き
る
我
々
の
世
代
の
使
命
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
を
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
汲
み
取
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）

術
保
存
を
必
要
と
す
る
も

の
」
の
分
野
を
設
け
て
、

価
格
の
統
制
か
ら
は
ず
す

と
と
も
に
、
そ
の
維
持
育

成
の
た
め
に
資
材
供
与
の

便
宜
そ
の
他
の
保
護
策
を

講
じ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
「
◯
」、
マ

ル
ギ
製
品
で
す
。

ま
ず
昭
和
17
年
に
日
陶

連
は
「
技
術
保
存
認
定
審

査
会
」
を
設
置
し
、
全
国

の
陶
磁
器
業
者
に
作
品
の
提
示
と
指
定
申
請
を
呼
び
か
け
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
九
の
業
者
、
個
人
が
技
術

保
存
資
格
者
と
し
て
文
部
省
よ
り
認
定
さ
れ
、
日
陶
連
よ
り
交

付
さ
れ
る
「
◯
」
証
紙
を
作
品
に
貼
り
付
け
、
自
由
価
格
で
製

品
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
制
作
に
必
要

な
統
制
物
資
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
よ
り
特
別
に

配
給
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。有

田
焼
で
「
マ
ル

ゲ
イ
」
に
指
定
さ
れ

た
の
は
陶
芸
家
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
初

代
松
本
佩
山
で
あ

り
、「
マ
ル
ギ
」
は

窯
の
御
用
赤
絵
屋
と
し
て
上
絵
付
け
の
部
門
を
担
当
し
た
。
明
治
以
降
は
藩
の
保

護
を
離
れ
全
工
程
を
独
自
で
行
い
、
工
房
と
し
て
は
昭
和
51
年
４
月
、
柿
右
衛
門

窯
に
引
き
続
き
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
団
体
（
色
鍋
島
今
右
衛
門
技
術
保
存

会
）
に
指
定
さ
れ
た
。
先
代
は
有
田
焼
で
は
初
め
て
の
重
要
無
形
文
化
財
（
人
間

国
宝
）
に
選
ば
れ
た
。
現
在
は
十
四
代
今
右
衛
門
氏
を
中
心
に
、
色
鍋
島
と
呼
ば

れ
る
柞
灰
釉
に
よ
る
青
み
の
あ
る
釉
薬
、
染
付
の
青
、
赤
絵
付
け
の
赤
・
黄
・
緑
、

洗
練
さ
れ
た
草
花
文
様
等
で
構
成
さ
れ
た
作
品
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

深
川
製
磁

明
治
27
年
、
八
代
深
川
栄
左
衛
門
の
次
男
・
深
川
忠
次
に
よ
っ
て
有
田
焼
を
世

界
に
広
め
る
目
的
で
、
富
士
山
を
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に
し
て
陶
磁
器
の
製
造
、
販

売
を
行
う
個
人
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
44
年
株
式
会
社
に
組
織
を
改
め
、
二

代
目
の
深
川
進
は
佐
賀
県
陶
磁
器
工
業
組
合
の
理
事
長
と
し
て
、
戦
時
中
の
有
田

焼
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
た
。

現
在
も
有
田
焼
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
会
社
と
し
て
、
伝
統
的
な
有
田
焼
に
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
を
加
え
た
作
品
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

川
浪
喜
作

慶
応
元
年
泉
山
に
生
ま
れ
、
幼
少
よ
り
南
画
の
大
家
で
あ
っ
た
高
柳
快
堂
の
塾

で
学
び
、
明
治
14
年
に
開
設
さ
れ
た
勉
脩
学
舎
（
陶
磁
器
工
芸
学
校
）
の
第
一
回

入
学
生
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
絵
付
け
職
人
と
し
て
岩
谷
川
内
の
大
窯
焼
き
藤
崎

太
平
窯
を
経
て
、
香
蘭
社
で
腕
を
振
る
っ
た
。
藤
崎
太
平
窯
で
は
ロ
ク
ロ
細
工
の

名
人
と
い
わ
れ
た
井
手
金
作
と
の
コ
ン
ビ
で
数
々
の
作
品
を
生
み
出
し
、
現
在
陶

山
神
社
境
内
に
あ
る
手
水
鉢
は
そ
の
代
表
的
な
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

「
マ
ル
ギ
」
の
指
定
を
受
け
た
の
は
78
歳
の
と
き
。
卓
越
し
た
技
術
を
保
持
す
る

職
人
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

満
松
惣
市

佐
賀
市
出
身
で
、
明
治
41
年
第
５
回
有
田
工
業
学
校
図
案
科
の
卒
業
生
で
あ
る
。

当
初
深
川
製
磁
に
勤
務
し
、
大
正
５
年
９
月
か
ら
６
年
８
月
に
か
け
て
、
大
日
本

窯
業
協
会
雑
誌
に
深
川
製
磁
株
式
会
社
図
案
部
主
任
と
し
て
意
匠
標
本
を
発
表
し

て
い
る
。
そ
の
後
独
立
し
白
川
で
満
松
製
磁
を
始
め
て
い
る
が
そ
の
年
代
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
主
と
し
て
昭
和
初
期
に
大
流
行
し
た
帯
止
め
を
制
作
し
て
い
る
が
、

戦
時
中
の
「
マ
ル
ギ
」
製
品
と
し
て
納
め
た
と
思
わ
れ
る
作
品
は
日
陶
連
に
は
現

存
し
な
い
。
昭
和
23
年
当
時
の
有
田
焼
輸
出
状
況
調
査
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
大
阪
購
買

部
か
ら
ミ
ク
ロ
ス
製
品
五
〇
〇
個
の
受
注
を
受
け
て
い
る
。

期
日　
平
成
20
年
10
月
17
日
（
金
）　
〜　
11
月
26
日
（
水
）

場
所　
有
田
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
泉
山
）　　

入
館
無
料

　
開
館
時
間　
9
時　
〜　
16
時
30
分

　
※
開
催
中
11
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

　
　
は
夜
間
開
館
（
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）　

　今右衛門窯　 柿右衛門窯　

深川製磁　

技

技



これまで、詩人の野口米次郎（彫刻家イサム・ノグ
チの父）との交流や各種出版物の挿絵を書いたことは
わかっていましたが、実際にその挿絵を目にしたこと
はありませんでした。
今回の本や、ほかにもラフカディオ・ハーンの著作
などに挿絵を描いているということですが、この本を
見る限り、日本風の絵の中に、随所に火鉢や茶道具な
どが描かれていて、故郷・有田を遠く離れた源次郎の
日々がうかがえる貴重な資料です。

このほど、神埼市在住の末岡
朱美さんを通じて、アメリカ・
ロスアンジェルス在住の近藤裕
美さんがアメリカで入手された
本で片岡源次郎が挿絵を描いた
『LITTLE　SISTER　SNOW』を
寄贈していただきました。
片岡源次郎は有田町白川の出
身で、明治２４年ごろ渡米し、

　

有田中学校生徒の
　　　　　　職場体験

　
　毎年、夏休みになると有田中学校からの職場体験依
頼が来ます。例年は２、３人の希望者でしたが、「今
年は７人の生徒が希望していますが、大丈夫でしょう
か？」という先生の心配をよそに、子供たちは暑い日
差しの中を元気に来館。
　８月２６日から２８日の３日間、古窯跡出土の発掘

陶片の整理作業を体験してもらいました。初めて経験
する作業だったようですが、発掘後の陶片の水洗いや
出土地点を割れ口に記録していく注記という細かな作
業などを真剣に取り組んでいました。子供たちの将来
の選択肢に、資料館や博物館の学芸員という職種が組
み込まれたら、当館としても嬉しく思います。２学期
も勉強や部活に頑張って、青春を謳歌してください。

　体　験　者
　　　辻　　大樹　君　　　佐藤　美香子　さん
　　　米田　実　　君　　　本島　沙希　　さん
　　　田中　龍帆　君　　　吉田　成穂　　さん
　　　横田　尚丸　君

『LITTLE  SISTER  SNOW』

アメリカ滞在中の
片岡源次郎

作業中の中学生　

通巻 79号（平成 20年９月１日）

編集・発行　有田町歴史民俗資料館

〒 844-0001  佐賀県西松浦郡有田町泉山 1 丁目 4-1

☎ 0955-43-2678　FAX0955-43-4185

季　刊　『皿　山』

ニューヨーク・ブロードウェイで活躍した画家です。
しかし、長い間その活躍を知る人は有田は勿論、日本
国内でもあまりいませんでした。
しかし、平成１２年３月、あるきっかけでサガテレ
ビによるドキュメンタリ－番組が制作され、孫の有田
町白川在住の田中祐喜子さん姉妹が渡米し、源次郎の
足跡を訪ね、アメリカでの活躍や作品などが紹介され
ました。（館報　Ｎｏ，４５参照）

片岡源次郎の挿絵本

挿絵（一部抜粋）


